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太
陽
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宗
教
体
験

―
― 

一
九
三
七
年
三
月
に
書
か
れ
た
『
哲
学
宗
教
日
記
』
の
分
析 

―
―

星

川

啓

慈

論
文
要
旨

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
私
的
・
宗
教
的
体
験
が
赤
裸
々
に
書
か
れ
て
い
る
『
哲
学
宗
教
日
記
』
の
第
二
部
は
、
彼
の
神
観
・
宗

教
観
や
宗
教
体
験
を
知
る
に
は
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
『
日
記
』
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
彼

が
篭
っ
た
シ
ョ
ル
デ
ン
の
小
屋
の
跡
を
訪
れ
、
人
里
か
ら
隔
絶
さ
れ
た
そ
の
地
理
的
・
自
然
的
環
境
を
実
際
に
確
か
め
て
み
な
い
と
理
解

で
き
な
い
部
分
が
多
い
。
例
え
ば
、
太
陽
の
描
写
や
彼
の
孤
独
感
や
宗
教
体
験
は
そ
れ
ら
と
切
り
離
し
て
は
理
解
で
き
な
い
。
筆
者
は
、

二
〇
一
四
年
三
月
四
日
、
そ
の
小
屋
の
跡
（
写
真
は
本
文
末
に
収
録
し
て
い
る
）
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
（
そ
の
模
様
は
註
18
の
①
の

YouTube

に
ア
ッ
プ
し
た
動
画
に
収
め
ら
れ
て
い
る
）。

本
論
文
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
書
か
れ
た
『
秘
密
の
日
記
』
の
記
述
も
踏
ま
え
な
が
ら
、『
哲
学
宗
教
日
記
』
に
頻
繁
に
出
て

く
る
「
太
陽
」
や
「
光
」
が
、「
単
独
者
」
と
し
て
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
神
と
対
峙
す
る
と
き
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し

た
の
か
、
を
考
察
す
る
。
結
論
を
い
え
ば
、「
一
九
三
七
年
三
月
二
六
日
、
小
屋
か
ら
見
え
る
春
先
の
暖
か
い
太
陽
の
光
が
、
彼
に
落
ち

着
き
の
あ
る
宗
教
体
験
を
も
た
ら
す
こ
と
に
寄
与
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

一
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キ
ー
ワ
ー
ド

太
陽
、
光
、
神
、
宗
教
体
験
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
じ
め
に

い
わ
ゆ
る
「
コ
ー
ダ
ー
遺
稿
（
１
）
」
が
、
一
九
九
三
年
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
研
究
は
一
つ
の
曲
が

り
角
を
迎
え
た
。象
徴
的
な
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
書
物
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、ク
ラ
ゲ
と
ノ
ー
ド
マ
ン
の『
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
―
―
私
的
な
場
合
と
公
的
な
場
合
』（
二
〇
〇
三
年
（
２
）
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
彼
の
神
や
宗
教
な
ど
に
関
す
る
「
私
的
な
」

文
書
や
遣
り
取
り
が
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
脚
光
を
浴
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
の
著
作
の
中
に
、『
哲
学
宗
教
日
記
（
３
）

』（
文
脈
に
応
じ

て
『
日
記
』
と
略
記
）
の
英
訳
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
遺
稿
管
理
人
が
出
版
し
な
か
っ
た
『
秘
密
の
日
記
（
４
）

』
―
―
現
在
『
草
稿
一
九
一
四
―
一
九
一
六
』
と
し
て
出
版
さ
れ
て
い
る
著

作
と
同
じ
ノ
ー
ト
の
左
側
の
ペ
ー
ジ
に
並
行
し
て
書
か
れ
た
日
記
―
―
に
は
、
神
へ
の
祈
り
（
５
）
や
戦
闘
体
験
を
含
め
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
赤
裸
々
な
姿
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
二
つ
の
『
日
記
』
は
「
宗
教
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
を
理
解
す
る
上
で
、
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
だ

ネ
ト
は
「
完
全
無
欠 

（the Perfect

） 

に
向
か
う
道
を
見
出
そ
う
と
す
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
苦
行
の
文
書
（
６
）
」
と
評
し
て
い
る
が
、

筆
者
も
そ
の
よ
う
に
感
じ
る
。
彼
は
「
完
全
な
る
人
間
」
を
目
指
す
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
苦
難
の
道
の
り
で
あ
っ
た
。
彼
自
身
、
こ
う

書
い
て
い
る
。

新
約
聖
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
の
ど
れ
だ
け
が
正
し
く
、
ど
れ
だ
け
が
間
違
っ
て
い
よ
う
と
も
、
疑
え
な
い
こ
と
が
一
つ
だ

け
あ
る
。
つ
ま
り
、
正
し
く
生
き
る
た
め
に
は
、
私
は
自
分
に
心
地
よ
い
生
き
方
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
よ
う
に
生
き
な
け
れ
ば
な

二
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ら
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
き
る
と
は
表
面
で
見
え
て
い
る
よ
り
も
ず
っ
と
真
剣
な
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
生
き
る
と
は
恐
ろ
し
い
ほ
ど
真
剣
な
こ
と
な
の
だ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。（
傍
点
引
用
者
、
一
九
三
七
年
二
月
一
三
日
）

本
論
文
で
は
、
そ
の
苦
難
の
道
の
り
の
一
側
面
を
、
シ
ョ
ル
デ
ン
に
お
け
る
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
太
陽
の
状
態
と
の
関
わ
り
で
考
察

す
る
。
た
だ
し
、
例
え
ば
こ
の
二
月
一
三
日
や
二
二
日
の
日
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
極
め
て
生
々
し
い
事
柄
を
問
題
と
す
る
の
で
は
な

い
。
精
神
的
に
落
ち
着
き
を
見
せ
る
、
な
い
し
、
一
つ
の
宗
教
的
境
地
に
到
達
し
た
、
一
九
三
七
年
三
月
二
六
日
の
日
記
に
焦
点
を
合
わ

せ
て
考
察
を
す
す
め
て
い
く
。

鬼
界
彰
夫
の
指
摘

本
論
文
で
の
考
察
の
中
心
と
な
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
言
葉
は
、
一
九
三
七
年
三
月
二
六
日
の
も
の
で
あ
る
。

私
は
、自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、啓
か
れ
て
い
る
。私
が
言
い
た
い
の
は
、私
の
宗
教
は
、

そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。（Ich bin so erleuchtet 

als ich bin; ich m
eine: m

eine Religion ist so erleuchtet, als sie ist.

）

「
照
ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て
い
る
」
の
原
語
は
、Licht 

（
光
＝
英
語
のlight

）
か
ら
派
生
し
、「
照
ら
す
、
啓
蒙
す
る
、
悟
る
」
な
ど
の

意
味
を
も
つ erleuchten 

の
受
動
態
で
あ
る
。『
日
記
』
の
訳
者
で
あ
る
鬼
界
は
「
こ
の
動
詞
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
自
己
の
宗

教
性
の
展
開
を
表
現
す
る
上
で
、
最
も
重
要
な
言
葉
で
あ
り
、
最
初
は
第
一
次
世
界
大
戦
中
に
心
の
闇
を
神
が
照
ら
す
事
を
祈
る
と
き
に

用
い
ら
れ
た
（
７
）
」
と
言
う
。
そ
し
て
、『
日
記
』
に
先
行
す
る
大
戦
中
の
具
体
例
と
し
て
、
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
の
『
秘
密
の
日
記
』

を
あ
げ
る
。

こ
れ
か
ら
監
察
で
あ
る
。
私
の
霊
は
委
縮
し
き
っ
て
い
る
。
神
よ
、
我
を
照
ら
し
給
え
（erleuchte m

ich

）！　

神
よ
、
我
を

三
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照
ら
し
給
え
！　

神
よ
、
我
が
魂
を
照
ら
し
給
え
（erleuchte m

eine Seele

）！
（
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
）

し
か
し
、
こ
のerleuchten

と
い
う
語
は
、『
秘
密
の
日
記
』
で
は
頻
繁
に
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
筆
者
の
調
べ
で
は
、
後
ほ
ど
引

用
す
る
が
、
あ
と
も
う
二
か
所
（
一
九
一
四
年
九
月
一
五
日
、
一
九
一
六
年
五
月
四
日
）
に
し
か
見
ら
れ
な
い
の
だ
。

だ
が
、
こ
の
語
は
使
用
頻
度
が
低
い
か
ら
重
要
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
語
が
使
用
さ
れ
る
文
脈
に
は
重
要
な

共
通
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
死
に
直
面
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
鬼
界
は
、erleuchten

は
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
の
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
意
味
で
、『
哲
学
宗
教
日
記
』
に
お
い
て
は
次

の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
現
れ
る
と
言
う
。

明
日
、
私
の
信
仰
は
今
日
よ
り
も
明
る
く
な
っ
た
り
（
あ
る
い
は
、
暗
く
な
っ
た
り
）
す
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
。
助
け
給
え
、
照

ら
し
給
え
！　

そ
し
て
、
決
し
て
闇
が
私
の
許
を
訪
れ
ま
せ
ん
よ
う
に
！
（
一
九
三
七
年
三
月
二
三
日
）

そ
れ
〔
純
粋
な
服
従
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
〕
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
。
こ
の
恐
ろ
し
さ
が
、
あ
る
光
の
輝
き
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
ま

す
よ
う
に
！　
（
同
年
三
月
二
五
日
）

こ
れ
ら
のerleuchten

の
用
例
は
「
心
の
闇
を
神
が
照
ら
す
事
を
祈
る
と
き
に
用
い
ら
れ
た
」
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
七
年
三
月

二
六
日
の
書
付
の
場
合
、鬼
界
は
「
心
の
闇
が
上
か
ら
の
光
に
よ
り
照
ら
さ
れ
る
と
同
時
に
、そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
自
身
の
宗
教
性
が
、あ
る
境
地
、す
な
わ
ち
信
仰
に
到
達
す
る
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
る
」
と
述
べ
て
、だ
か
ら
こ
そ
「
照

ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て
い
る
」
と
訳
し
た
の
だ
と
言
う
（
８
）
。
つ
ま
り
、「
照
ら
さ
れ
て
い
る
」
だ
け
で
よ
い
と
こ
ろ
に
、
わ
ざ
わ
ざ
「
啓
か
れ

て
い
る
」
を
加
え
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
ち
な
み
に
、
英
訳
はillum

inated

で
あ
る
）。

本
論
文
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
鬼
界
の
指
摘
を
踏
ま
え
な
が
ら
、「
太
陽
が
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
落
ち
着
き
の
あ
る
宗
教
的

境
地
に
到
達
す
る
こ
と
に
寄
与
し
た
」
こ
と
を
論
じ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、「
本
論
文
で
見
る
よ
う
な
太
陽
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

と
の
種
々
の
関
係
が
な
け
れ
ば
、『
日
記
』
で
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
宗
教
体
験
は
彼
に
も
た
ら
さ
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

四
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ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
小
屋
」
と
一
九
三
六
年
―
一
九
三
七
年
頃
の
執
筆
活
動

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
小
屋
」
は
、
一
九
一
四
年
の
六
月
（
異
説
あ
り
）
に
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
「
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ
ル
ド
」
の
最

奥
部
に
位
置
す
る
シ
ョ
ル
デ
ン
に
建
て
ら
れ
た
。

小
屋
の
位
置
と
規
模
お
よ
び
そ
の
環
境
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
小
屋
の
位
置
は
、
北
緯
六
一
度
二
九
分
一
五
秒
、
東
経
七
度
三
七
分

五
四
秒
。
石
組
み
の
上
の
部
分
の
湖
面
か
ら
の
高
さ
は
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
。
西
側
の
湖
に
向
か
っ
て
い
る
基
礎
部
分
の
石
組
み
の
幅

は
、
横
八
メ
ー
ト
ル
、
奥
行
七
メ
ー
ト
ル
。
さ
ら
に
つ
け
加
え
る
と
、
小
屋
は
周
囲
を
山
々
で
か
こ
ま
れ
て
お
り
、
小
屋
の
あ
る
位
置
は

日
当
た
り
が
悪
い
。
航
空
写
真
で
見
る
と
、
周
り
に
は
陽
が
当
た
っ
て
い
て
も
、
小
屋
の
周
辺
は
日
陰
に
な
っ
て
い
る
（
９
）
。

一
九
七
一
年
に
小
屋
の
跡
を
訪
れ
、
湖
畔
と
湖
上
か
ら
基
礎
の
石
組
み
を
見
た
黒
崎
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

見
た
と
た
ん
、
私
は
全
く
「
凄
い
」
と
思
っ
た
。
そ
し
て
私
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
壮
絶
な
生
き
方
の
一
端
に
ふ
れ
た

思
い
が
し
た
。
人
里
離
れ
た
所
に
住
む
と
は
い
え
、
こ
れ
ほ
ど
無
遠
慮
に
他
人
の
接
近
を
拒
絶
で
き
る
場
所
は
、
そ
う
多
く
は
あ
り

得
な
い
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

ま
た
、
マ
ク
ギ
ネ
ス
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

こ
の
小
さ
な
家
に
は
湖
を
隔
て
て
素
晴
ら
し
い
眺
望
が
あ
り
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
が
南
西
方
向
に
開
け
て
い
る
。
家
屋
そ
れ
自
体
も
、

夏
の
あ
い
だ
、
蔦
で
蔽
わ
れ
緑
樹
で
囲
ま
れ
る
と
、
十
分
に
快
適
な
様
相
を
呈
し
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
冬
の
あ
い
だ
中
棲
み
つ
く
に

は
、
隠
者
か
苦
行
僧
〔
柱
頭
行
者
、
高
柱
の
上
に
住
み
俗
世
間
か
ら
離
れ
て
苦
行
し
た
禁
欲
者
〕
の
よ
う
な
気
質
を
必
要
と
す
る
で

あ
ろ
う
。
相
当
の
勇
気
も
必
要
で
あ
る（

（（
（

。

「
無
遠
慮
に
他
人
の
接
近
を
拒
絶
で
き
る
場
所
」「
冬
の
あ
い
だ
中
棲
み
つ
く
に
は
、
隠
者
か
苦
行
僧
の
よ
う
な
気
質
を
必
要
と
す
る
」

と
い
う
表
現
は
、
先
の
ネ
ト
や
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
の
言
葉
と
も
呼
応
す
る
で
あ
ろ
う
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
九
三
六
年
の
八
月
中
旬
か
ら
一
二
月
の
初
め
ま
で
、
一
九
三
七
年
の
一
月
末
か
ら
四
月
末
ま
で
、

五
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一
九
三
七
年
の
八
月
中
旬
か
ら
一
二
月
中
旬
ま
で
、
シ
ョ
ル
デ
ン
に
滞
在
す
る
。『
日
記
』
の
日
付
は
、
次
の
よ
う
に
、
大
き
く
三
つ

に
分
類
で
き
る
。
①
一
九
三
六
年
一
一
月
一
九
日
か
ら
一
二
月
一
日
ま
で
、
②
一
九
三
七
年
一
月
二
七
日
か
ら
四
月
三
〇
日
ま
で
、
③

一
九
三
七
年
九
月
二
四
日
の
み
。
以
下
に
お
い
て
は
、
太
陽
・
神
・
宗
教
に
つ
い
て
の
記
述
が
頻
出
す
る
②
を
中
心
に
、
議
論
を
展
開
す
る
。

と
こ
ろ
で
、『
哲
学
探
究
』（
以
下
『
探
究
』）
に
は
神
や
宗
教
の
こ
と
は
（
ま
っ
た
く
で
は
な
い
に
せ
よ
）
ほ
と
ん
ど
出
て
こ
な
い
。

こ
の
著
作
が
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
告
白
』
の
引
用
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
お
よ
び
全
体
に
は
宗
教
色
は

ほ
と
ん
ど
無
い
。
し
か
し
、こ
の
著
作
の
背
後
に
は
、ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宗
教
的
な
葛
藤
が
あ
る
の
だ
。
早
い
時
期
に
、ド
ゥ
ル
ー

リ
ー
は
「
私
は
す
べ
て
の
問
題
を
宗
教
的
観
点
か
ら
見
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
言
葉
を
彼
か
ら
聞
い
て
、『
哲
学
的
考
察
』
が

「
神
の
栄
光
」
に
捧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、『
探
究
』
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
諸
問
題
が
宗
教
的
観
点
か
ら
見
ら
れ
て
い
る
可
能
性
に
言
及

し
て
い
る
。
ド
ゥ
ル
ー
リ
ー
は
、
当
時
ほ
と
ん
ど
無
視
さ
れ
て
い
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
思
索
の
次
元
の
一
つ
が
「
宗
教
」
だ
っ

た
、
と
言
い
た
か
っ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

そ
の
後
、「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
文
献
学
」
の
成
果
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
新
発
見
の
資
料
も
精
読
し
た
、

鬼
界
は
次
の
よ
う
に
力
説
し
て
い
る
。

『
哲
学
探
究
』
と
い
う
記
念
碑
的
著
作
は
、
こ
の
〔
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
〕
宗
教
の
歩
み
の
結
果
と
し
て
の
み
0

0

生
み
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
日
記
が
我
々
に
与
え
る
最
大
の
驚
き
で
あ
る
。
日
記
第
二
部
〔『
哲
学
宗
教
日
記
』
の
一
九
三
六
年

か
ら
翌
年
に
か
け
て
書
か
れ
た
部
分
〕と
は
こ
う
し
た
彼
の
宗
教
の
歩
み
と『
探
究
』生
誕
の
忠
実
な
記
録
で
あ
る（

（（
（

。（
傍
点
引
用
者
）

『
探
究
』
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
を
放
擲
し
、
一
九
三
六
年
一
一
月
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
第
一
部
第
一
節
か
ら

第
一
八
八
節
に
相
当
す
る
部
分
が
書
か
れ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
期
は
「
後
期
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」
の
哲
学
的
基
礎
が
確
立
し
た

き
わ
め
て
重
要
な
時
期
な
の
だ
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
そ
の
時
、
つ
ま
り
、
同
年
同
月
一
九
日
か
ら
『
日
記
』
の
第
二
部
は
書
き
始
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
特
筆
に
値
す
る
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
冷
静
に
哲
学
的
な
思
索
を
展
開
し
て
い
る
（
哲
学
的
に
は
苦
難
の
道
を
歩

六
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ん
で
い
る
の
は
分
か
る
に
し
て
も
）
よ
う
で
い
て
、
実
は
そ
の
裏
に
は
、
そ
れ
と
並
行
す
る
彼
の
「
宗
教
的
人
間
」
と
し
て
の
生
々
し
い

姿
が
あ
っ
た
の
だ
。

「
神
に
語
る
こ
と
」
と
「
神
に
つ
い
て
他
人
に
語
る
こ
と
」

『
日
記
』
の
中
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
公
的
な
」
哲
学
と
「
私
的
な
」
宗
教
と
を
結
び
つ
け
る
、
決
定
的
に
重
要
な
言
葉

が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
厳
冬
期
の
一
九
三
七
年
二
月
一
五
日
と
翌
一
六
日
に
書
か
れ
た
次
の
言
葉
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
〔
宗
教
的
〕
像
や
〔
宗
教
的
〕
表
現
は
、
む
し
ろ
生
の
あ
る
高
い
領
域
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
生
命
を
保
持
す
る
の

で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
お
い
て
の
み
、
そ
れ
ら
を
正
し
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
本
当
の
と
こ
ろ
、
私
に
で
き
る
の
は
、

「
語
り
え
ぬ
」
と
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
仕
草
を
し
、
何
も
語
ら
な
い
こ
と
だ
け
だ
ろ
う
（Ich könnte eigentlich nur eine 

Geste m
achen, die etw

as Ähnliches heißt w
ie “unsagbar”, &

 nichts sagen

）。（
二
月
一
五
日
）

こ
の
言
葉
は
、『
論
理
哲
学
論
考
』（
以
下
『
論
考
』）
の
出
版
か
ら
二
五
年
余
り
た
っ
て
も
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
当
時
と
同

様
の
公
の
見
解
を
抱
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
『
論
考
』
の
終
わ
り
で
、
神
に
つ
い
て
「
語
り
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
沈
黙
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
「
沈
黙
」
を
命
じ
て
お
き
な
が
ら
、「
私
的
な
」
生
活
で
は
そ
れ
を
無
視
し
て
、
神
に
向
か
っ
て
饒
舌
な
ま
で

に
語
り
か
け
て
い
る（

（（
（

。
こ
れ
は
矛
盾
で
あ
ろ
う
。

こ
の
矛
盾
を
解
く
鍵
が
次
の
言
葉
で
あ
る
。

神
に
〔
向
か
っ
て
自
分
が
直
接
に
〕
語
る
こ
と
と
、
神
に
つ
い
て
他
人
に
語
る
こ
と
は
違
う
（Es ist ein D

ing zu Gott zu 

reden &
 ein anderes, von Gott zu Anderen zu reden

）。（
二
月
一
六
日
）

七
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ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
『
論
考
』
で
禁
じ
て
い
る
の
は
、
語
り
え
な
い
「
神
」
に
「
つ
い
て
」（von

）
語
る
こ
と
で
あ
る
。『
論

考
』
の
「
語
り
え
な
い
も
の
」
を
直
訳
す
れ
ば
、「
そ
れ
に
つ
い
て
語
る
こ
と
の
で
き
な
い
と
こ
ろ
の
も
の
」（W

ovon m
an nicht 

sprechen kann

）
と
な
る
。
解
釈
の
仕
様
に
よ
っ
て
は
、『
論
考
』
の
最
後
で
も
、「
単
独
者
」
と
し
て
神
に
対
峙
し
た
人
が
神
に
向
か
っ

て
直
接
語
り
か
け
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
の
だ
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
に
よ
る
こ
の
区
別
―
―
「
神
に
語
る
こ
と
と
、
神
に
つ
い
て
他
人
に
語
る
こ
と
」
―
―
は
決
定
的
に
重

要
で
あ
る
。『
日
記
』
に
お
い
て
、
彼
は
「
単
独
者
」
と
し
て
神
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
神
に
つ
い
て
、
例
え
ば
そ
の

属
性
に
つ
い
て
他
者
に
向
か
っ
て
話
し
た
り
書
い
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
証
拠
に
、右
の
二
月
一
六
日
の
言
葉
を
挟
ん
で
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
―
―
「
神
よ
！　

私
を
あ
な
た
と
次
の
よ
う
な
関
係
に
入
ら
せ
て
く
だ
さ
い
！　

そ
こ
で
は
私
が
〈
自
分
の

仕
事
に
お
い
て
楽
し
く
な
れ
る
〉
と
い
う
関
係
に
！
」「〔
神
よ
！
〕
私
の
理
性
を
純
粋
で
穢
れ
な
き
よ
う
に
保
た
せ
て
く
だ
さ
い
！
」。

こ
れ
ら
は
神
へ
の
請
願
／
嘆
願
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
孤
独
を
求
め
て
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
来
た
こ
と
を
神
に
感
謝
し
ま
す
！
」（
二
月
二
〇
日
）

は
、
神
に
対
す
る
感
謝
を
表
し
て
い
る
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
『
日
記
』
に
お
け
る
神
に
つ
い
て
の
言
及
の
多
く
は
、
請
願
／
嘆
願
や
感
謝
な
ど
、「
神
へ
の
直
接
の
語

り
か
け
」
で
あ
り
、「
神
に
つ
い
て
の
記
述
」
で
は
な
い
。
言
い
か
え
れ
ば
、
彼
は
そ
う
し
た
「
言
語
行
為
」
を
お
こ
な
っ
て
い
る
の
だ
。

世
界
の
「
創
造
者
」
と
し
て
の
神
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
基
本
的
に
神
の
属
性
記
述
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
も
し
も

彼
に
「
神
は
〈
記
述
の
束
〉
か
そ
れ
と
も
〈
固
有
名
〉
か
」
と
尋
ね
れ
ば
、
後
者
で
あ
る
と
答
え
る
だ
ろ
う
。

そ
う
だ
と
す
る
と
、
本
人
が
意
識
し
て
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
右
で
指
摘
し
た
矛
盾
し
た
行
為
―
―

一
方
で
公
に
、
神
に
つ
い
て
「
沈
黙
」
を
命
じ
て
お
き
な
が
ら
、
他
方
で
私
的
に
、
神
に
向
か
っ
て
饒
舌
に
語
り
か
け
て
い
る
こ
と
―
―

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
0

0

こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
、
私
的
な
文
書
で
は
神
に
対
し
て
、
積
極
的
／
衝
動
的
に
語
り
か
け
て

い
る
と
も
解
釈
し
う
る
。

八
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第
一
次
世
界
大
戦
の
戦
闘
に
お
け
る
神
と
光

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
一
九
一
四
年
八
月
よ
り
捕
虜
か
ら
自
由
の
身
に
な
る
一
九
一
八
年
の
八
月
ま
で
、
四
年
に
わ
た
る
軍
隊

生
活
を
す
る（

（（
（

。
彼
は
、
両
側
性
鼠
蹊
ヘ
ル
ニ
ア
や
腸
カ
タ
ル
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら
も
、
ま
た
屈
強
な
体
格
で
も
な
い
の
に（

（（
（

、
数
々
の

激
戦
で
勇
敢
に
闘
い
、
種
々
の
勲
章
を
得
て
い
る
。
自
ら
が
属
し
て
い
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
の
第
二
四
歩
兵
師
団
の
兵
士

の
生
還
率
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
（
一
六
〇
〇
〇
人
中
三
五
〇
〇
人
程
度
）
だ
っ
た
ブ
ル
シ
ー
ロ
フ
攻
勢（

（（
（

を
始
め
と
す
る
数
々
の
激
戦

を
か
い
く
ぐ
っ
て
、
彼
が
無
事
に
生
還
で
き
た
こ
と
は
一
種
の
奇
跡
で
あ
る
。
厳
密
な
確
率
計
算
は
無
意
味
だ
と
し
て
も
、
私
見
で
は
、

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
全
戦
闘
を
通
じ
て
の
生
還
確
率
は
高
く
見
積
も
っ
て
も
一
割
を
超
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
度
重
な
る
激
戦

は
、
彼
の
神
観
や
宗
教
観
を
考
え
る
う
え
で
、
最
も
重
要
な
出
来
事
で
あ
る
。

戦
闘
状
態
や
危
険
な
状
態
が
近
づ
く
と
、
宗
教
的
な
書
付
が
増
え
る
。
そ
の
さ
い
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
頻
出
す
る
「
神
」
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、数
は
少
な
い
が
、「
照
ら
す
」「
光
」
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
従
軍
中
に
書
か
れ
た
『
秘
密
の
日
記
』
か
ら
、時
系
列
に
そ
っ
て
拾
っ

て
み
よ
う
。

銃
撃
戦
に
な
っ
た
ら
、
ど
の
よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
。
自
分
が
撃
ち
殺
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
は
し
な
い
が
、
任
務
を

適
切
に
遂
行
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
る
。
神
よ
、
我
に
力
を
与
え
給
え
！　

ア
ー
メ
ン
。
ア
ー
メ
ン
。
ア
ー
メ
ン
。（
一
九
一
四
年
九

月
一
二
日
）

神
よ
、
私
と
共
に
い
て
く
だ
さ
い
！　

今
で
は
私
は
ま
と
も
な
人
間
に
な
る
機
会
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
私

が
死
に
直
面
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
霊
が
私
を
照
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。（
一
九
一
四
年
九
月
一
五
日
）

ロ
シ
ア
軍
は
ク
ラ
カ
ウ
に
向
か
っ
て
快
進
撃
し
て
い
る
。
市
民
は
み
な
街
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
事
態

は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
非
常
に
悪
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
！　

神
よ
0

0

、
我
を
助
け
給
え

0

0

0

0

0

0

!!! （
一
九
一
四
年
一
一
月
九
日
）

こ
れ
か
ら
監
察
で
あ
る
。
私
の
霊
は
委
縮
し
き
っ
て
い
る
。
神
よ
、
我
を
照
ら
し
給
え
！　

神
よ
、
我
を
照
ら
し
給
え
！　

神
よ
、

九
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我
が
魂
を
照
ら
し
給
え
！
（
一
九
一
六
年
三
月
二
九
日
）

た
ぶ
ん
明
日
、
私
自
身
の
要
望
に
よ
り
、
偵
察
に
派
遣
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
と
き
初
め
て
私
の
戦
争
は
始
ま
る
。
そ
し
て
、

お
そ
ら
く
私
の
人
生
も
。
た
ぶ
ん
、
死
の
接
近
が
私
に
人
生
の
光
明
（das Licht des Lebens

）
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
神
が

私
を
照
ら
し
て
く
れ
ま
す
よ
う
に
。（
一
九
一
六
年
五
月
四
日
）

た
し
か
に
、
シ
ョ
ル
デ
ン
で
過
ご
し
た
比
較
的
平
穏
な
日
々
と
、
い
つ
命
を
失
う
か
も
し
れ
な
い
従
軍
中
の
日
々
と
を
、
同
次
元
で
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
も
、
多
く
の
人
々
と
同
様
に
、
危
険
を
感
じ
た
と
き
や
窮
状
に

陥
っ
た
と
き
に
は
神
や
光
や
霊
を
求
め
る
と
い
う
、
一
種
の
思
考
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。

従
軍
期
間
と
小
屋
で
の
滞
在
期
間
と
の
共
通
項

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
従
軍
期
間
と
小
屋
で
の
滞
在
期
間
に
は
、
複
数
の
共
通
項
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
つ
な
い
し
三
つ
あ
げ

た
い
。

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
光
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、『
秘
密
の
日
記
』
で
は
、
霊
的
／
精
神
的
な
光
で
あ
り
（「
太
陽
」

と
い
う
言
葉
は
一
度
も
登
場
し
な
い
）、『
哲
学
宗
教
日
記
』
で
は
、
こ
う
し
た
光
に
く
わ
え
て
、「
太
陽
」
の
物
理
的
光
で
あ
る
。

も
う
一
つ
は
、「
孤
独
」
で
あ
る
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
は
従
軍
中
な
か
な
か
一
人
に
な
れ
る
時
間
は
な
く
、
多
く
の
若
い
兵

士
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
と
気
の
合
う
将
校
た
ち
も
い
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
多
く
の
場
合
、
周

り
の
人
間
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
な
い
旨
を
『
秘
密
の
日
記
』
で
執
拗
に
書
い
て
い
る
。
周
り
の
人
間
に
対
す
る
悪
口
を
認
め
な
が
ら
も
、

彼
ら
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
な
い
自
分
を
責
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、多
く
の
兵
士
た
ち
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
、精
神
的
に
は「
孤
独
」で
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、『
哲
学
宗
教
日
記
』
に
は
、「
今
私
は
心
が
不
確
か
な
時
、頻
繁
に
、〈
こ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
〉
と
自
分
に
向
か
っ

一
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て
言
い
、
自
分
の
周
り
を
見
渡
し
て
い
る
」（
二
月
二
二
日
）、「
自
己
と
と
も
に
あ
る
孤
独
―
―
あ
る
い
は
神
と
と
も
に
あ
る
孤
独
―
―

と
は
た
っ
た
一
人
で
猛
獣
と
一
緒
に
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
？　

い
つ
襲
い
か
か
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
の
だ
」（
四
月
一
七
日
）

な
ど
と
認
め
て
い
る
。
や
は
り
、
シ
ョ
ル
デ
ン
の
小
屋
で
は
、
物
理
的
に
も
精
神
的
に
も
「
孤
独
」
で
あ
っ
た
の
だ
。

強
い
て
、
も
う
一
つ
の
共
通
項
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
良
好
と
は
い
え
な
い
「
健
康
状
態
」
で
あ
る
。
従
軍
中
の
場
合
に
は
、

前
述
し
た
よ
う
な
ヘ
ル
ニ
ア
や
腸
カ
タ
ル
の
諸
症
状
、
激
戦
に
よ
る
心
身
疲
労
な
ど
、『
日
記
』
の
場
合
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
血
便
、

腸
の
痛
み
、
衰
弱
、
め
ま
い
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
う
し
た
孤
独
で
優
れ
な
い
健
康
状
態
の
な
か
で
、
二
つ
の
『
日
記
』
に
お
い
て
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
神
に
向
か
っ
て
頻
繁

に
／
直
接
に
語
り
か
け
、
祈
り
を
捧
げ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
が
小
屋
の
跡
を
訪
れ
た
「
三
月
四
日
」
の
日
記

『
日
記
』
に
は
、
日
付
（
月
と
日
）
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
時
々
「
年
」
が
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
何
か
改
ま
っ
た
気
分

や
あ
る
種
の
思
い
入
れ
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
も
の
の
一
つ
が
「
一
九
三
七
年
二
月
二
八
日
」
で
あ
る
。

こ
の
直
後
か
ら
、
太
陽
の
記
述
が
頻
繁
に
登
場
し
、
そ
れ
は
三
月
三
〇
日
ま
で
続
く
。

計
量
的
な
こ
と
を
い
え
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
三
一
日
間
に
日
記
を
書
い
た
日
数
は
、
全
部
で
二
五
日
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う

ち
、
太
陽
に
言
及
し
た
記
述
が
あ
る
の
が
、
一
一
日
分
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
月
四
日
、
八
日
、
一
四
日
、
一
七
日
、
一
八
日
、
一
九

日
、
二
二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
七
日
、
三
〇
日
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
は
日
記
に
そ
の
日
の
天
候
を
書
き
込
む

習
慣
が
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
か
な
り
の
頻
度
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
こ
と
も
言
え
る
。「
太
陽
」
は
女
性
名
詞
、

die Sonne 

で
あ
り
、『
日
記
』
で
は
こ
れ
をSie/sie 

と
い
う
代
名
詞
で
受
け
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
例
え
ば
三
月
一
九
日
の

一
一
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日
記
で
は
、die Sonne 

は
一
度
し
出
て
こ
な
い
が
、Sie/sie 

を
含
め
る
と
、「
太
陽
」
は
全
部
で
七
回
も
登
場
す
る
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
三
一
日
間
の
太
陽
へ
の
言
及
頻
度
は
極
め
て
高
い
と
言
え
る
（「
月
」
に
つ
い
て
の
言
及
は
一
度
も
な
い
）。

三
月
以
前
に
は
、
太
陽
は
稜
線
の
下
側
に
あ
っ
て
あ
ま
り
見
え
ず
、
こ
れ
以
降
に
、
稜
線
の
上
に
出
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
三
月
八
日

に
は
、「
私
は
今
、
自
分
の
家
か
ら
太
陽
が
見
え
る
の
を
と
て
も
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
毎
日
、
あ
と
何
日
間
太
陽
が
ま
だ
見
え

な
い
の
か
見
積
も
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。『
日
記
』
に
登
場
す
る
「
太
陽
」
と
い
う
言
葉
の
頻
度
な
ら
び
に
そ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
、「
太

陽
が
見
え
る
の
を
と
て
も
待
ち
焦
が
れ
て
い
る
」
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
姿
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

そ
の
頃
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
健
康
状
態
は
そ
れ
ほ
ど
良
く
な
か
っ
た
、
と
推
測
し
う
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
三
月
前
後
の

日
記
の
二
か
所
を
あ
げ
よ
う
―
―
「
身
体
の
具
合
が
悪
い
。
非
常
に
弱
っ
て
お
り
、
め
ま
い
が
す
る
」（
一
月
三
〇
日
）、「
血
便
が
繰
り

返
し
出
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
も
う
二
か
月
に
な
る
。
痛
み
も
少
し
あ
る
。
―
―
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
自
分
は
直
腸
癌
で
死
ぬ
か
も
し
れ

な
い
と
頻
繁
に
考
え
る
」（
四
月
二
〇
日
）。

哲
学
的
著
作
の
執
筆
に
も
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
う
え
に
、
孤
独
で
あ
れ
ば
、
ま
し
て
や
厳
冬
期
で
体
調
が
思
わ
し
く
な
い
状
態
で

の
孤
独
で
あ
れ
ば
、
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
り
語
り
か
け
た
り
し
た
く
な
る
だ
ろ
う
し
、
太
陽
の
陽
射
し
は
何
に
も
ま
し
て
有
り
難
い
も
の

で
あ
ろ
う
。

筆
者
が
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
小
屋
の
跡
に
立
っ
た
の
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
四
日
の
午
後
一
時
頃
か
ら
二
時
頃
で
あ
る（

（（
（

。
気
温

は
六
―
七
度
で
、
天
候
は
曇
り
（
と
き
ど
き
小
雨
）。
風
も
少
し
吹
い
て
い
た
。
太
陽
は
直
接
に
は
見
え
な
か
っ
た
。
太
陽
に
つ
い
て
の

言
及
が
頻
繁
に
な
る
の
は
、
偶
然
に
も

0

0

0

0

こ
の
三
月
四
日
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
日
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

あ
あ
主
よ
、
自
分
が
〔
あ
な
た
の
〕
奴
隷
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
！

今
太
陽
が
私
の
家
に
と
て
も
近
づ
い
て
い
る
。
ず
っ
と
元
気
に
感
じ
る
！　

身
に
余
る
ほ
ど
調
子
が
良
い
。

言
う
ま
で
も
な
く
、「
あ
あ
主
よ
、
自
分
が
〔
あ
な
た
の
〕
奴
隷
だ
と
い
う
こ
と
さ
え
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
す
が
！
」
と
い
う
の
は
、

神
の
属
性
な
ど
に
「
つ
い
て
」
語
っ
て
い
る
言
葉
で
は
な
い
。
こ
れ
も
神
に
対
し
て
直
接
語
り
か
け
て
い
る
言
葉
で
あ
る
。 一

二
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こ
の
日
の
日
記
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。
前
日
の
三
日
に
は
「
ひ
ざ
ま
ず
く
こ
と
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
人
は
〔
主
の
〕
奴
隷
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。（
こ
こ
に
宗
教
が
存
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
）」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
続
き
で
、
右
の
文
章
が
書
か
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
自
分
が
主
の
奴
隷
と
な
り
、
自
分
を
放
下
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た
の
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

こ
の
「
主
の
奴
隷
」
と
い
う
概
念
は
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
日
記
』
で
も
一
貫
し
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
一
月
二
八
日
に
「
自

分
に
対
し
て
、
俺
は
自
由
な
人
間
で
は
な
く
奴
隷
だ
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
あ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
続
け
て
、「
信
仰

が
人
間
を
幸
せ
に
す
る
と
い
う
の
が
ど
う
い
う
意
味
な
の
か
わ
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
信
仰
は
人
間
を
直
接
神
の
も
と
に
お
く
こ
と
に
よ
り

人
間
に
対
す
る
恐
怖
か
ら
解
放
す
る
、と
い
う
こ
と
な
の
だ
」
と
言
う
。「
ひ
ざ
ま
ず
く
」
と
い
う
表
現
に
し
て
も
「
膝
に
助
け
て
も
ら
っ

て
祈
る
の
で
は
な
い
、
人
が
ひ
ざ
ま
ず
く
の
だ
」（
二
月
一
九
日
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

三
月
四
日
の
書
付
は
、
右
の
よ
う
な
文
章
の
流
れ
の
中
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
き
わ
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
」「
神
」「
太
陽
」
と
い
う
三
項
が
端
的
に
現
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
さ
ら
に
、こ
れ
は
、先
述
し
た
よ
う
に
、「
太

陽
」
と
い
う
言
葉
が
集
中
的
に
登
場
し
始
め
る
最
初
の
部
分
に
も
あ
た
る
。
こ
の
日
以
降
、『
日
記
』
の
論
述
は
「
こ
れ
ら
の
三
項
を
軸

と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
」
と
い
っ
て
も
よ
い
。
一
言
で
い
う
と
、
神
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
は
、
早
春
の
太
陽
を
媒
介
に
し
て

結
ば
れ
て
い
る
の
だ
。

太
陽
や
光
と
関
わ
る
宗
教
的
な
論
述

二
月
二
一
日
の
日
記
に「
周
り
が
冬
で
あ
る
よ
う
に
、私
の
心
の
中
は（
今
）冬
だ
。
す
べ
て
が
雪
に
閉
ざ
さ
れ
、緑
も
な
く
、花
も
な
い
。

／
だ
か
ら
私
は
、
春
を
見
る
と
い
う
恵
み
が
自
分
に
分
か
ち
与
え
ら
れ
る
の
か
ど
う
か
、
辛
抱
強
く
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。

一
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こ
れ
は
、
厳
冬
期
の
自
然
環
境
と
そ
れ
に
対
応
す
る
自
分
の
心
境
の
描
写
だ
が
、
そ
の
ま
ま
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宗
教
的
展
開
に

も
当
て
は
ま
る
。
す
な
わ
ち
、
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
精
神
的
葛
藤
を
経
な
が
ら
も
あ
る
宗
教
的
高
み
へ
と
至
る
プ
ロ
セ
ス
が
訪
れ
、「
恵

み
が
自
分
に
分
か
ち
与
え
ら
れ
る
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
達
し
た
一
つ
の
宗
教
的
境
地
と
し
て
も
、
ま
た
、
太
陽
が
彼
の
神
観
・
宗
教
観
と
な
ん
ら
か
の
関
係
を
も

つ
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
先
に
引
用
し
た
三
月
二
六
日
付
け
の
日
記
が
注
目
さ
れ
る
。

私
は
、自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、啓
か
れ
て
い
る
。私
が
言
い
た
い
の
は
、私
の
宗
教
は
、

そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
だ
。
私
は
、
昨
日
、
今
日
よ
り
も

照
ら
さ
れ
方
が
少
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
今
日
、
昨
日
よ
り
多
く
照
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
昨

日
、
私
が
事
を
こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
、
私
は
確
か
に
そ
う
見
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

erleuchten

と
い
う
言
葉
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
に
は
も
う
一
つ
重
要
な
事
柄
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
あ

る
が
ま
ま
」（als ich bin, als m

eine Religion ist

）
と
い
う
こ
と
だ
。
右
の
書
付
に
六
年
も
先
立
つ
、
一
九
三
一
年
三
月
一
日
の
日
記

に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
ま
っ
た
く
の
リ
ア
リ
ス
ト
だ
。
私
は
、
彼
の
音
楽
は
ま
っ
た
く
の
真
理
だ
、
と
言
っ
て
い
る
の
だ
。
私
は
こ

う
言
い
た
い
の
だ
、
彼
は
人
生
を
ま
っ
た
く
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
見
て
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
を
高
め
る
の
だ
、
と
。
そ
れ
は
ま
っ
た
く

宗
教
で
あ
り
、
宗
教
的
な
詩
な
ど
で
は
な
い
。
…
…
彼
は
英
雄
と
し
て
、
世
界
を
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
を

救
う
の
で
あ
る
。（
三
一
年
三
月
一
日
）

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
こ
と
は
別
と
し
て
、こ
こ
に
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
核
心
的
宗
教
観
（
の
一
部
）
が
出
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

彼
は
「
人
生
や
世
界
を
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
見
て
、
そ
れ
を
高
め
る
の
が
宗
教
だ
」
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
人
生
を
ま
っ
た

く
そ
の
あ
る
が
ま
ま
見
る
」（Sehen das Leben ganz w

ie es ist

）
と
い
う
こ
と
が
、
三
月
二
六
日
の
彼
の
宗
教
的
境
地
に
繋
が
っ
て

い
く
の
で
あ
る
。
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こ
こ
で
、erleuchten 

の
使
用
頻
度
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
語
は
、
二
月
二
八
日
―
三
月
三
〇
日
の
間
に
も
、
全
部
で
三
回
し
か
登
場

し
な
い
。
つ
ま
り
、
先
に
引
用
し
た
三
月
二
三
日
・
二
五
日
、
そ
し
て
二
六
日
の
三
回
で
あ
る
。

ま
た
、「
光
」
を
め
ぐ
る
論
述
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

自
分
の
感
覚
に
従
う
な
ら
、
彼
〔
真
に
義
を
求
め
る
人
〕
は
た
だ
光
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
直
接
に
光
の
下
へ
お
も
む
き
、
今

や
光
と
と
も
に
あ
る
本
質
を
持
つ
よ
う
に
な
る （m

it ihm
 〔das Licht

〕nun eines W
esens w

erden

）、と
言
え
る
だ
ろ
う
。（
二

月
一
五
日
）

人
間
は
お
の
れ
の
日
常
の
暮
ら
し
を
、
消
え
る
ま
で
は
気
が
つ
か
な
い
あ
る
光
の
輝
き
と
と
も
に
送
っ
て
い
る （Der M

ensch 

lebt sein gew
öhnliches Leben m

it dem
 Scheine eines Lichts

） 

。
そ
れ
が
消
え
る
と
、
生
か
ら
突
然
あ
ら
ゆ
る
価
値
、
意
味
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
呼
ぶ
に
せ
よ
、
そ
う
し
た
も
の
が
奪
わ
れ
る
。
人
は
突
然
、
単
な
る
生
存
―
―
と
人
が
呼
び
た
く
な

る
も
の
―
―
が
そ
れ
だ
け
で
は
ま
っ
た
く
空
疎
で
荒
涼
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
悟
る
。
ま
る
で
、
す
べ
て
の
事
物
か
ら
輝
き

が
拭
い
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
な
る
。
す
べ
て
が
死
ん
で
し
ま
う
。（
二
月
二
二
日
）

そ
し
て
さ
ら
に
、
春
が
到
来
し
、「
今
日
、
太
陽
は
こ
こ
で
一
二
時
に
昇
り
、
今
、
完
全
に
現
れ
て
い
る
」「
今
朝
、
樹
々
は
厚
い
雪
に

覆
わ
れ
て
い
た
が
、
今
、
そ
れ
は
す
べ
て
融
け
て
い
る
」
と
い
う
三
月
二
二
日
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
次
の
よ
う
に
認
め
る
。

こ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
、
し
か
し
、
こ
こ
に
は
壮
麗
な
太
陽 （eine herrliche Sonne

） 

が
あ
り
、
そ
し
て
、
一
人
の
卑
し
い
人

間 （ein schlechter M
ensch

） 

が
い
る
。

鬼
界
訳
で
は
「
壮
麗
な
太
陽
」（
英
訳
で
は a glorious sun
） 
だ
が
、 herrlich 

は
「
神
の
栄
光
」（die H

errlichkeit Gottes, the 

glory of God

） 

と
い
う
成
句
に
も
使
用
さ
れ
、宗
教
的
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
持
つ（
ち
な
み
に
、「
主
」は　

“H
err” 

で
あ
る
）。
そ
う
す
る
と
、

こ
の
太
陽
は
た
ん
な
る
天
体
と
し
て
の
太
陽
で
は
な
く
、
一
種
の
「
神
の
現
れ
」
と
も
解
釈
し
う
る
。「
一
人
の
卑
し
い
人
間
」
と
い
う

の
は
言
う
ま
で
も
な
く
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
自
身
で
あ
り
、
彼
は
「
単
独
者
」
と
し
て
、
太
陽
を
介
し
な
が
ら
、
神
と
対
峙
し
て
い

る
の
で
あ
る（

（（
（

。
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こ
こ
で
、
三
月
二
六
日
の
前
日
、
二
五
日
の
日
記
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
三
月
月
二
四
日
と
二
五
日
の
日
記
は
、「
三
月
二
五
日
」

と
い
う
強
調
さ
れ
た
日
付
の
区
切
り
が
あ
る
も
の
の
、
一
続
き
の
文
章
（「
私
は
…
…
と
考
え
た
」）
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
こ
こ
二
日
ま
っ

た
く
良
く
眠
れ
な
い
、
自
分
が
死
ん
だ
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
仕
事
が
で
き
な
い
。
考
え
が
濁
っ
て
い
て
、
暗
く
意
気
消
沈
し
て
い
る
。（
つ

ま
り
、
私
は
あ
る
宗
教
的
な
考
え
を
恐
れ
て
い
る
の
だ
）」
と
い
う
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
意
気
消
沈
も
見
ら
れ
る
流
れ
の
中
で
二
六
日
の
日
記
を
読
む
と
、
そ
こ
に
は
、
そ
れ
以
前
の
日
々
と
比
較
し
て
、
あ
る
種
の

精
神
的
安
定
や
落
ち
着
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、「
良
く
眠
れ
な
い
」
二
三
日
に
は
、「
明
日
私
の
信
仰
は
今
日
よ
り
も

明
る
く
な
っ
た
り
（
あ
る
い
は
暗
く
な
っ
た
り
）
す
る
こ
と
は
あ
る
の
だ
」
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
に
、
二
六
日

に
は
、
そ
れ
を
否
定
す
る
と
も
解
釈
で
き
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る

私
は
、
昨
日
、
今
日
よ
り
も
照
ら
さ
れ
方
が
少
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
今
日
、
昨
日
よ
り
多
く
照
ら
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
（Ich habe m

ich gestern nicht w
eniger erleuchtet &

 heute nicht m
ehr

）。
な
ぜ
な
ら
、
も
し
昨
日
、
私
が
事
を

こ
の
よ
う
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
な
ら
、
私
は
確
か
に
そ
う
見
た
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
は
一
種
の
精
神
的
安
定
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三
月
二
六
日
の
太
陽

こ
の
日
の
日
記
か
ら
は
、
太
陽
の
状
態
は
確
定
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、「
照
ら
さ
れ
る
」（erleuchtet

）
は
、
霊
的
光
／
精
神
的
光

の
み
と
関
係
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
物
理
的
な
太
陽
の
光
と
も
関
係
す
る
の
か
、
を
確
定
で
き
な
い
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
、「
太
陽
」

と
い
う
言
葉
が
直
接
に
は
登
場
し
な
い
か
ら
だ
。
し
か
し
、
三
月
二
二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
七
日
の
太
陽
を
め
ぐ
る
記
述
か
ら
判

断
し
て
、
二
六
日
に
太
陽
が
出
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。

一
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今
日
、
太
陽
は
一
一
時
四
五
分
頃
か
ら
一
時
一
五
分
頃
ま
で
出
て
い
て
、
そ
れ
か
ら
三
時
四
五
分
頃
、
一
瞬
山
の
上
に
現
れ
た
。

そ
し
て
、
日
没
前
に
部
屋
の
中
に
射
し
込
ん
で
い
る
。（
三
月
二
三
日
）

太
陽
は
だ
い
た
い
一
時
半
頃
に
現
れ
る
が
、
そ
の
後
も
山
の
端
に
沿
っ
て
進
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
外
縁
は
も
っ
と
長
い
間
見
え

て
い
る
。
そ
れ
は
壮
麗
だ
！
（
三
月
二
四
日
）

今
や
、
太
陽
は
一
一
時
を
少
し
過
ぎ
る
と
昇
る
。
今
日
、
そ
れ
は
光
り
輝
い
て
い
る
。
く
り
返
し
太
陽
を
見
つ
め
な
い
こ
と
は
私

に
は
難
し
い
。つ
ま
り
、目
に
悪
い
と
分
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、く
り
返
し
太
陽
を
見
つ
め
た
く
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
。（
三
月
二
七
日
）

こ
の
よ
う
に
、
二
二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
七
日
に
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
太
陽
を
見
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、「
二
六
日
に
も
彼
は
太
陽
を
見
た
」
と
推
測
す
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
太
陽
の
出
現
／
非
出
現
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
精
神
状
態
と
の
相
関
関
係（

（（
（

か
ら
、
三
月
二
六
日
の
太
陽
の
出
現
に
つ
い

て
推
測
し
て
み
よ
う
。
二
六
日
の
日
記
の
結
び
の
言
葉
は
「
神
の
恵
み
の
お
か
げ
で （aus Gnade

）
、
今
日
は
昨
日
よ
り
も
ず
っ
と
調
子

が
良
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
調
子
」「
気
分
」「
仕
事
」
と
太
陽
の
相
関
関
係
を
述
べ
た
文
章
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
―
―
「
今
、
太
陽
が
私
の

家
に
と
て
も
近
づ
い
て
い
る
。
ず
っ
と
元
気
に
感
じ
る
！　

身
に
余
る
ほ
ど
調
子
が
良
い
」（
三
月
四
日
）、「
さ
き
ほ
ど
本
当
に
太
陽
が

見
つ
か
っ
た
と
き
、
私
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」（
三
月
一
八
日
）、「
も
っ
と
太
陽
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
な
ら
、
私
の
仕
事
を
す
る
力

は
回
復
す
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
た
が
、
そ
の
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
」（
三
月
三
〇
日
）。
さ
ら
に
、
二
六
日
の
お
よ
そ
一

か
月
前
、
太
陽
が
稜
線
の
う
え
に
昇
る
こ
と
の
な
い
二
月
二
二
日
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
―
―
「
こ
ん
な
こ
と
〔
生
全
体
が

掘
り
崩
さ
れ
る
こ
と
、
震
え
な
が
ら
深
淵
の
上
に
吊
る
さ
れ
る
こ
と
な
ど
〕
を
私
が
考
え
る
の
は
、
も
し
か
す
る
と
、
こ
こ
に
は
あ
ま
り

に
も
光
が
乏
し
い
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
こ
こ
で
は
光
は
現
に
か
く
も
乏
し
く
、
こ
の
私
が
そ
う
し
た
考
え
を
抱
い
て
い
る
の
だ
」。

こ
う
し
た
引
用
か
ら
推
測
す
る
と
、
こ
の
頃
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
太
陽
が
出
て
い
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

、
調
子
や
気
分
や
仕
事
す
る
力
や

思
索
内
容
な
ど
が
良
好
に
な
る
／
前
向
き
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
太
陽
が
出
て
い
る
時

0

0

0

0

0

0

0

0

、
そ
の
時
に
限
定
す
れ
ば

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
彼
の
気
分
や
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調
子
は
そ
れ
な
り
に
良
好
だ
っ
た
と
推
測
し
う
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
月
二
六
日
の
彼
は
「
神
の
恵
み
」
＝
「
太
陽
」
の
お
か
げ
で
「
調
子

が
良
い
」
と
い
う
解
釈
も
十
分
に
成
り
立
つ
。
も
ち
ろ
ん
、
一
日
は
二
四
時
間
で
あ
り
、
日
中
に
太
陽
が
見
え
た
と
し
て
も
、
夜
に
な
っ

て
意
気
消
沈
す
る
こ
と
は
当
然
あ
る
（
例
え
ば
三
月
二
五
日
は
そ
の
例
か
も
し
れ
な
い
）。
そ
れ
で
も
、
こ
う
し
た
こ
と
は
言
い
う
る
。

以
上
に
述
べ
た
、
①
二
二
日
、
二
三
日
、
二
四
日
、
二
七
日
の
太
陽
の
出
現
、
②
太
陽
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
精
神
状
態
、
③

二
六
日
の
日
記
の
最
後
の
言
葉
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、「
彼
は
三
月
二
六
日
に
太
陽
を
見
た
」
と
推
測
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

太
陽
が
こ
の
日
、
先
に
論
じ
た
よ
う
な
宗
教
的
高
み
／
宗
教
的
境
地
へ
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
至
ら
し
め
た
可
能
性
は
、
極
め
て
高

い
の
で
あ
る
。

「
あ
る
が
ま
ま
」
と
「
光
」
の
関
係

「
物
事
を
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
／
あ
る
が
ま
ま
し
て
お
く
／
あ
る
が
ま
ま
に
引
き
受
け
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
求
め
た
、
彼
の
あ
る
べ
き
姿
勢
で
あ
る
（
戦
争
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
）。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
諸
著
作

で
種
々
の
表
現
を
も
ち
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
論
文
と
関
係
の
深
い
『
哲
学
探
究
』
で
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

哲
学
は
、
す
べ
て
の
も
の
を
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
し
て
お
く
（D

ie Philosophie läßt alles, w
ie es ist

）。（
第
一
部
第

一
二
四
節
）

引
き
受
け
る
べ
き
も
の
、
与
え
ら
れ
た
も
の
、
そ
れ
が
生
活
形
式
で
あ
る
（D

as H
inzunehm

ende, Gegebene seien 

Lebensform

）。（
第
二
部
第
一
一
章
）

こ
れ
ら
の
「
あ
る
が
ま
ま
」「
引
き
受
け
る
べ
き
」
と
い
う
こ
と
と
、
先
に
引
用
し
た
「
人
間
は
お
の
れ
の
日
常
の
暮
ら
し
を
、
消
え

る
ま
で
は
気
が
つ
か
な
い
あ
る
光
の
輝
き
と
と
も
に
送
っ
て
い
る
」
と
い
う
文
章
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ

一
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う
―
―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
（
お
よ
び
そ
の
他
の
人
々
）
の
日
常
の
生
活
が
宗
教
的
な
光
に
よ
っ
て
照
ら
さ
れ
、
意
味
を
与
え
ら
れ

て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
生
活
を
変
え
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
を
そ
の
あ
る
が
ま
ま
に
引
き
受
け
る
だ
け
で
良
い
。

三
月
二
六
日
の
日
記
は
、
外
界
で
起
こ
る
こ
と
も
、
自
分
自
身
も
ふ
く
め
て
、
す
べ
て
を
「
あ
る
が
ま
ま
に
見
る
／
受
け
入
れ
る
」
と

い
う
心
境
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
で
す
べ
て
が
解
決
し
た
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
事
柄
は
、
三
月
二
六
日
に
「
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、
あ

る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て
い
る
」
の
は
「
自
分
」
で
あ
り
「
自
分
の
宗
教
」
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
引

用
な
ら
び
に
右
の
『
探
究
』
か
ら
の
二
つ
の
引
用
に
お
い
て
は
、「
自
分
の
外
に
あ
る
も
の
」「
自
分
以
外
の
も
の
」
を
そ
の
あ
る
が
ま
ま

に
受
け
入
れ
る
、
と
い
う
印
象
が
強
い
。
だ
が
、
こ
の
日
の
書
付
に
お
い
て
「
あ
る
が
ま
ま
」
な
の
は
「
自
分
」
な
い
し
「
自
分
の
宗
教
」

で
あ
る
。

そ
こ
で
、
問
題
と
な
る
の
は
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
自
分
自
身
を
あ
る
が
ま
ま
の
状
態
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
か
否
か
」
で
あ

る
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
彼
は
常
日
頃
「
自
分
自
身
を
よ
り
良
い
生
き
方
を
で
き
る
人
間
に
変
え
た
い
」
と
考
え
て
い
た（

（（
（

。
ド
ゥ
ル
ー
リ
ー

は
「
自
分
自
身
の
生
活
の
仕
方
の
す
べ
て
を
変
え
よ
う
と
い
う
、
常
に
持
ち
つ
づ
け
た
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
意
志
に
対
し
て
同
情

や
理
解
を
感
じ
な
い
と
す
れ
ば
、
彼
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

（（
（

」
と
証
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
自
分
自

身
を
嫌
悪
し
て
い
る
こ
と
は
、『
哲
学
宗
教
日
記
』
に
も
執
拗
な
ま
で
に
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
嫌
悪
の
対
象
で
あ
る
自

分
か
ら
い
か
に
脱
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
と
格
闘
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（（
（

。
さ
ら
に
、『
秘
密
の
日
記
』
に
お
い
て
は
、「
死
の
恐
怖
に
怯

え
る
自
分
を
変
え
た
い
」「
周
り
の
人
々
と
う
ま
く
や
っ
て
い
け
な
い
自
分
を
変
え
た
い
」
と
い
う
旨
の
書
付
が
何
度
も
見
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
現
在
の
自
分
を
容
認
で
き
な
い
／
よ
り
良
い
人
間
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
が
、
ど
う
し
て
三
月
二
六
日
に
「
私
は
、
自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
お
い
て
、
自
分
の
あ
る
が
ま
ま
に
照
ら
さ
れ
、
啓
か
れ
て

い
る
」
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
は
、
彼
の
内
面
的
な
こ
と
は
そ
の
日
の
日
記
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
の
で
、
推
測
す
る
し
か
な
い
。

筆
者
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
「
太
陽
を
見
る
こ
と
を
待
ち
焦
が
れ
て
い
た
彼
に
対
す

一
九
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る
、
温
か
い
太
陽
の
光
の
影
響
が
大
き
い
に
違
い
な
い
」
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
日
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
体
験
を
「
宗
教
的
高
み
」「
宗
教
的
境
地
」
と
表
現
し
た
こ
と
の
理
由
は
、
彼
が
あ
る

が
ま
ま
の
「
自
分
」
を
「
あ
る
が
ま
ま
に
受
け
入
れ
た
」
こ
と
に
あ
る
。
落
ち
着
い
た
精
神
状
態
で
自
分
自
身
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
る
こ

と
が
で
き
る
機
会
は
、
ド
ゥ
ル
ー
リ
ー
の
証
言
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
生
涯
で
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い

の
で
あ
る
。結

語

こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
よ
う
に
、『
秘
密
の
日
記
』
に
あ
る
「
光
」
や
「
照
明
」
の
記
述
を
踏
ま
え
て
、『
哲
学
宗
教
日
記
』
を
読
み
、

一
九
三
六
年
の
冬
か
ら
翌
年
の
春
先
に
か
け
て
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
置
か
れ
た
状
況
の
諸
要
素
（
体
調
不
良
、
孤
独
に
追
い
込

む
自
然
環
境
、
日
照
時
間
の
短
さ
、
太
陽
の
状
態
な
ど
）
を
考
慮
し
た
う
え
で
の
細
や
か
な
結
論
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

病
め
る
魂
の
持
ち
主
で
あ
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
早
春
で
太
陽
が
現
れ
る
機
会
が
少
な
い
シ
ョ
ル
デ
ン
の
小
屋
に
お
い

て
、「
単
独
者
」
と
し
て
神
に
向
か
い
、
頻
繁
に
神
に
祈
り
を
捧
げ
た
り
神
に
語
り
か
け
た
り
し
た
。
そ
の
さ
い
、
こ
れ
ら
の
行
為

が
光
や
太
陽
と
結
び
つ
く
こ
と
が
か
な
り
あ
り
、
一
九
三
七
年
三
月
二
六
日
の
日
記
に
見
ら
れ
る
宗
教
的
高
み
な
い
し
宗
教
的
境
地

へ
の
到
達
に
は
、
春
先
の
温
か
い
太
陽
の
光
が
こ
れ
を
促
し
た（

（（
（

。

本
論
文
で
の
考
察
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
と
い
う
一
人
の
人
物
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
シ
ョ
ル
デ
ン
の
山
中
と
い
う
狭
い
場
所
、

一
九
三
七
年
の
三
月
と
い
う
短
い
期
間
に
限
定
し
た
も
の
で
し
か
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
光
と
宗
教
」「
太
陽
と
宗
教
」
と
い
う
宗
教

学
に
お
け
る
重
要
な
テ
ー
マ
を
め
ぐ
る
一
つ
の
事
例
―
―
光
や
太
陽
が
宗
教
や
宗
教
体
験
と
極
め
て
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
る
こ
と
の

事
例
―
―
を
提
供
し
た
で
あ
ろ
う（

（（
（

。

二
〇
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二
一

写真１　ショルデンの展望
奥がソグネフィヨルドの終わりの部分。左側
がウィトゲンシュタインの小屋のあった湖、
Eidsvatnet。

写真３　
南側から見た小屋の基礎部分の石組みの一部
小屋を取り囲む山々の傾斜もかなりきつい。
小屋はどこにでも建てられるというわけでは
ない。

写真２　在りし日の小屋
1947 年に B. Richards 氏が撮影したもの。
この写真と写真５を見ると、マクギネスが「柱
頭行者」に言及したのも頷ける。

写真４　小屋跡から南側を望む
当日、太陽は出ていなかったが、雲の切れ目
から明るい部分が見えた。精確な仰角はわか
らないが、山が近くにあるので、太陽は春に
なってかなり高く昇らないと見えない、と推
測できる。

写真５　小屋跡からショルデンの中心部を望む
それは小屋のほぼ真西の方向にある。
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註
（1）
「
コ
ー
ダ
ー
遺
稿
」
と
『
哲
学
宗
教
日
記
』（
後
掲
）
な
ど
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、ゾ
マ
ヴ
ィ
ラ
に
よ
る
「
編
者
序
」 （“Editorische 

N
otiz”

） 

を
見
よ
。

（2）Ludw
ig W

ittgenstein: Public and Private O
ccasions, ed. by J. Klagge and A. N

ordm
ann, O

xford, Row
m

an &
 

Littlefield Publishers, IN
C, 2003. 

こ
の
中
に
、『
秘
密
の
日
記
』
の
英
訳 （M

ovem
ents of Thought: Diaries, 1930-1932, 

1936-1937
） 
も
含
ま
れ
て
い
る
。

（3）Ludw
ig W

ittgenstein, Denkbew
egungen: Tagebücher 1930-1932/1936-1937

, hrsg. von I. Som
avilla, Innsbruck, 

H
aym

on-Verlag, 1997. 
鬼
界
彰
夫
訳
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン　

哲
学
宗
教
日
記
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。『
日
記
』
か
ら

の
引
用
文
は
、
基
本
的
に
こ
の
鬼
界
訳
を
使
用
す
る
。
た
だ
し
、
一
部
、
句
読
点
や
用
字
を
変
え
た
部
分
や
、
原
文
を
参
照
の
う
え

訳
語
・
訳
文
に
変
更
を
加
え
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
引
用
文
に
お
い
て
、
斜
体
は
暗
号
体
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
、
一
重
／
二
重
傍

線
は
強
調
を
、
点
線
は
表
現
の
不
確
定
さ
を
表
し
て
い
る
（
訳
書
の
「
凡
例
」
参
照
）。

（4）Ludw
ig W

ittgenstein, Geheim
e Tagebücher 1914-1916

, hrsg. von W
. Baum

, W
ien,Turia &

 Kant, 1991. 

な
お
、
こ

の
『
秘
密
の
日
記
』
も
参
照
し
な
が
ら
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
従
軍
体
験
な
ど
を
宗
教
的
観
点
か
ら
考
察
す
る
長
編
ブ
ロ
グ

を
、
二
〇
一
四
年
一
一
月
一
日
か
ら
開
始
し
た
―
―
「
戦
場
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
―
―
人
類
史
上
初
の
世
界
大
戦
と
い
う
地

獄
を
闘
い
抜
い
た
勇
敢
な
兵
士
に
し
て
哲
学
者
の
物
語
」。

（5）
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
語
り
う
る
」
事
実
の
世
界
と
、「
語
り
え
な
い
」
宗
教
の
世
界
と
を
峻
別
し
た
。
こ
の
二
つ
の
世
界

を
結
び
つ
け
る
の
が
、「
祈
り
」
と
い
う
言
語
行
為
で
あ
る
。
祈
り
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
と
っ
て
き
わ
め
て
大
切
な
行
為

で
あ
る
。
筆
者
は
、
次
の
論
文
に
お
い
て
、
現
象
学
者
の
Ａ
・
シ
ュ
ッ
ツ
の
「
多
元
的
リ
ア
リ
テ
ィ
」
論
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
の
「
言
語
ゲ
ー
ム
」
論
を
結
び
付
け
て
、
こ
の
こ
と
を
詳
細
に
考
察
し
た
。Keiji H

oshikaw
a, ”A Schutzian Analysis of 

Prayer w
ith Perspectives from

 Linguistic Philosophy,” forthcom
ing.

二
二
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（6）N
orberto Abreu e Silva N

eto, “Facing up to W
ittgenstein's D

iaries of Cam
bridge and Skjolden: N

otes on Self-

know
ledge and Belief,” in U

N
SPECIFIED

 Austrian Ludw
ig W

ittgenstein Society, 2003, p. 12.
（7）
鬼
界
、
前
掲
訳
書
の
「
訳
注
」
一
五
二
頁
。

（8）
同
「
訳
注
」
一
五
三
頁
。

（9）
こ
の
写
真
は
、
小
屋
の
移
築
計
画
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
あ
る
。

（10）
黒
崎
宏
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
紀
行
」（『
言
語
ゲ
ー
ム
一
元
論
―
―
後
期
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
帰
結
』
勁
草
書
房
）、

一
九
九
七
年
、
一
八
二
頁
。

（11）Brian M
cGuinness, W

ittgenstein: A Life Young Ludw
ig 1889-1921

, Berkeley, The U
niversity of California Press, 

1988, p. 202. 

藤
本
隆
志
ほ
か
訳
『
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
評
伝
―
―
若
き
日
の
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ　

1889-1921

』
法
政
大
学

出
版
局
、
一
九
九
四
年
、
三
四
七
頁
。

（12）M
. O

' C. D
rury, “Som

e N
otes on Conversations w

ith W
ittgenstein,” in Recollections of W

ittgenstein
, ed. by R. 

Rhees, （O
xford, O

xford U
niversity Press, 1984

）, p. 79.

（13）
鬼
界
彰
夫
「
隠
さ
れ
た
意
味
へ
―
―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
『
哲
学
宗
教
日
記
』（M

S183

）
訳
者
解
説
」（
前
掲
訳
書
、
所
収
）

二
九
六
頁
。

（14）『
論
考
』の
最
後
の「
語
り
え
な
い
も
の
」と
は
何
か
に
つ
い
て
は
、次
の
論
文
を
見
よ
。
星
川
啓
慈「『
論
理
哲
学
論
考
』に
お
け
る〈
語

り
え
な
い
も
の
〉
と
〈
沈
黙
〉
を
め
ぐ
る
新
解
釈
―
―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
生
涯
に
お
い
て
〈
文
番
号
七
〉
が
も
っ
た
意
味
」

（『
宗
教
研
究
』
第
三
六
二
号
、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
九
年
、
所
収
）。

（15）M
cGuinness, op. cit., Chap. 7. 

マ
ク
ギ
ネ
ス
、
前
掲
訳
書
、
第
七
章
。

（16）
一
九
一
五
年
の
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
関
す
る
あ
る
報
告
書
で
は
、
次
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
①
（
た
ぶ
ん
戦
争
前
の
）

三
つ
の
医
学
的
所
見
に
お
い
て
ま
っ
た
く
の
「
兵
役
不
適
格
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
②
ヘ
ル
ニ
ア
の
再
発
と
乱
視
性
近
視
の
た
め

二
三
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に
「
前
線
勤
務
は
ま
っ
た
く
不
適
当
」
で
あ
る
こ
と
。M

cGuinness, op. cit., p. 237. 

マ
ク
ギ
ネ
ス
、
前
掲
訳
書
、
四
〇
二
頁
。

（17）
こ
の
攻
勢
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
次
の
よ
う
な
研
究
書
が
あ
る
。Tim

othy Dow
ling, The Brusilov O

ffensive, Bloom
ington, 

Indiana U
niversity Press, 2008.

（18）
筆
者
が
シ
ョ
ル
デ
ン
か
ら
持
ち
帰
っ
た
情
報
や
デ
ー
タ
は
、
本
論
文
、
ブ
ロ
グ
、YouTube

へ
の
動
画
の
ア
ッ
プ
な
ど
を
通
し
て

す
で
に
い
く
つ
か
発
表
し
て
い
る
。
①
動
画
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
（
一
五
分
版
）」（
松
野
智
章
撮
影
・
編
集
、

YouTube

）、
②
写
真
入
り
の
連
載
ブ
ロ
グ
「
哲
学
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
一
〇
〇
年
前
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ソ
グ
ネ
フ
ィ
ヨ

ル
ド
の
最
奥
部
の
山
中
に
建
て
た
〈
小
屋
〉
の
跡
を
訪
れ
て
」（
全
六
回
）、
③
エ
ッ
セ
イ
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
〈
小
屋
〉

の
跡
を
訪
ね
て
―
―
『
哲
学
宗
教
日
記
』
を
め
ぐ
る
〈
太
陽
〉
の
物
語
」（『
春
秋
』
第
五
五
九
号
、
二
〇
一
四
年
）。
と
り
わ
け
、

①
のYouTube

の
動
画
を
見
れ
ば
、
小
屋
の
跡
へ
至
る
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
険
し
い
道
の
様
子
や
、
そ
こ
か
ら
の
周
囲
の
景
観
が
詳
細

に
わ
か
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
世
界
的
に
貴
重
な
映
像
記
録
で
あ
る
。
今
後
も
、「
小
屋
の
移
築
計
画
」
や
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ

タ
イ
ン
・
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
に
つ
い
て
の
動
画
をYouTube

に
ア
ッ
プ
す
る
予
定
で
あ
る
。

（19）
太
陽
＝
神
で
は
な
い
。
太
陽
は
、
あ
く
ま
で
も
、
神
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
媒
介
す
る
存
在
で
あ
る
。

（20）
「
太
陽
体
験
」
に
つ
い
て
精
神
病
理
学
的
視
点
か
ら
書
か
れ
て
い
る
次
の
論
文
集
は
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
を
理
解
す
る
う
え

で
も
参
考
に
な
る
。
宮
本
忠
雄
『
病
跡
研
究
集
成
―
―
創
造
と
表
現
の
精
神
病
理
』
金
剛
出
版
、
一
九
九
七
年
。
と
り
わ
け
、
そ
こ

に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
太
陽
と
分
裂
病
―
―
ム
ン
ク
の
太
陽
壁
画
に
よ
せ
て
」
は
、
太
陽
と
宗
教
性
・
創
造
性
・
治
癒
な
ど
と
の
関

係
を
知
る
上
で
有
益
で
あ
る
。

（21）
星
川
啓
慈
『
宗
教
者
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
法
藏
館
、
一
九
九
〇
年
、
一
五
七
―
一
六
六
頁
、
参
照
。

（22）D
rury, op. cit., p. 77.

（23）
星
川
啓
慈「
自
己
嫌
悪
す
る
自
分
か
ら〈
あ
る
が
ま
ま
〉の
自
分
へ
―
―
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
」（
星
川
啓
慈
・

松
田
真
理
子
『
統
合
失
調
症
と
宗
教
―
―
医
療
心
理
学
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
』
創
元
社
、
二
〇
一
〇
年
、
所
収
）。
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（24）
さ
ら
に
踏
み
込
め
ば
、「
太
陽
が
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
そ
う
し
た
宗
教
体
験
／
宗
教
的
境
地
を
も
た
ら
す
こ
と
に
具
体
的
に

ど
の
よ
う
に

0

0

0

0

0

作
用
し
た
の
か
」と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、こ
れ
に
つ
い
て
答
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
の
理
由
を
、『
日

記
』
に
そ
れ
と
関
連
す
る
記
述
が
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
い
く
つ
か
挙
げ
れ
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
当
日
、
彼
の
小
屋
か

ら
太
陽
が
彼
に
ど
の
よ
う
に
見
え
た
か
は
、
い
か
な
る
手
段
（
自
然
科
学
的
な
も
の
を
ふ
く
め
て
）
に
よ
っ
て
も
正
確
に
突
き
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
彼
が
そ
う
し
た
宗
教
体
験
／
宗
教
的
境
地
に
至
っ
た
時
刻
も
判
明
し
な
い
か
ら
、「
現
在
形
」
で
書
か
れ

て
い
る
そ
れ
ら
の
体
験
／
境
地
と
太
陽
の
状
態
と
を
照
合
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

（25）
本
論
文
で
論
じ
ら
れ
た
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
宗
教
体
験
と
太
陽
の
関
係
は
、
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
を
始
め
と
す
る
西
洋
思
想

の
中
に
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
」
と
い
う
問
題
意
識
を
い
だ
く
読
者
も
い
よ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
位
置
付
け
や
関
連
付

け
の
試
み
は
、
お
そ
ら
く
論
証
不
可
能
で
あ
る
う
え
に
、
あ
ま
り
意
味
が
な
い
で
あ
ろ
う
。

付
記（1）

本
論
文
は
「
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
〈
小
屋
〉
の
跡
を
訪
ね
て
―
―
『
哲
学
宗
教
日
記
』
を
め
ぐ
る
「
太
陽
」
の
物
語
」（『
春

秋
』
二
〇
一
四
年
、
第
五
五
九
号
）
を
大
幅
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（2）
本
論
文
は
、
平
成
二
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
（
課
題
番
号
二
五
二
四
四
〇
〇
二
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

（3）
写
真
１
・
写
真
３
・
写
真
５
は
渡
辺
隆
明
氏
、
写
真
２
はB. Richards 

氏
、
写
真
４
は
松
野
智
章
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
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二
六

The Sun and Wittgenstein’s Religious Experiences:

The Analysis of His Diary Written in March of 1937

Keiji HOSHIKAWA

Abstract

The second part of Wittgenstein’s diary, Movements of Thought, was 

written in his house on the mountain in Skjolden, Norway during the winter of 

1936-1937. We can see in it Wittgenstein’s personality as a “homo religiosus.” 

I visited the remains of his house at the very beginning of March in 2014 and 

came to appreciate the natural environment （the geography, climate, living 

things, etc.） which must have had some influences on his sense of solitude, 

religious experiences or personal contact with God. My experiences and the 

data acquired there are very helpful to understand the religious contents of the 

diary. 

I will analyze the correlation between the state or appearance of the sun 

and Wittgenstein’s state of mind, religious experiences or personal contact with 

God, focusing on the description of March 26th, 1937: “I am as illuminated as 

I am; I mean: my religion is as illuminated as it is.” My hypothesis is that the 

appearance of the sun made some contributions to Wittgenstein’s ascent to this 

religious experience or state of mind. I will prove this by referring mainly to the 

other parts of the diary and another diary, Secret Diaries, written during 1914-

1916.


